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収穫後の
ブドウ、リンゴ果実の
着色改善
－技術紹介リーフレット－

果実発色促進装置による



近年の地球温暖化は
果実の品質に大きな影響を及ぼしています。
その一つとして果皮の着色不良が挙げられます。
着色不足や着色ムラがある果実は
販売価格が安くなるため、
着色を改善する技術の開発が求められています。
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アントシアニンを含む果実の着色促進には、15～
20℃の温度下で20W/㎡程度の光強度の青色光照射
が有効です。そこで私たちは、果実全体に均一な光を
照射しつつ、装置内の温度を適温に保つことができる
果実発色促進装置を開発しました。
装置は、青色LEDを用いた面光源、面光源と果実まで
の距離を調整可能なフレーム、および温度制御のため
の箱で構成されています。これらの構成品を調整する
ことで、形状が異なるさまざまな果実の発色促進が可
能です。

果実全体に
均一な光を照射する
構造を検討

装置内の温度を
均一にする構造を検討

果皮の焼けや着色不足の防止には、
果実サイズに応じてLED 面光源の
距離を適切に保つのがポイント！

メッセージリンゴも
作製できます!
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着色不良果「ふじ」

適期に収穫した果実の着色の違い
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することが可能です。

適切な光・温度条件で処理することで

リンゴやブドウなどの
着色を改善

この課題を解決するために、私たちは

  果実の着色不良を
収穫後に改善できる装置     を開発。

面光源

果実発色促進
装置例（リンゴ用）

着色良好果 着色良好果

着色不良果
「クイーンニーナ」



果実発色促進装置によるリンゴの着色向上 果実発色促進装置によるブドウの着色改善
着色不良のリンゴ果実に青色LED光を照射することにより、
アントシアニン蓄積を促進し、より赤くすることを目指した装
置です。装置を1℃の貯蔵庫の中に設置し、その装置内にリ
ンゴ果実を置き、LEDから発生する熱を利用して、装置内の
温度を約15℃になるように調整します。

照射していない「ふじ」

照射後の「ふじ」

5日間より長く照射すると、果実の硬度が
有意に低下する可能性があります。

◎注意点 ◎注意点

近年、スーパーやコンビニなどでよく見かけるようになった粒
売りブドウ用に開発した装置の使用例です。着色不良の果粒
を包装資材に入れて、果粒全体に光を照射します。1℃の貯蔵
庫にこの装置を設置し、青色LEDを点灯することで、LEDか
ら生じる熱によって、装置内の温度がアントシアニン蓄積に適
した15～20℃になるように設計されています。同様の仕組み
で果房用の着色装置も開発しています。

糖度が低く未着色の果実には、
着色改善効果がありません。
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クイーンニーナ ルビーロマン

糖度が 13 度以上のリンゴでの
着色向上効果を確認済み !

適切な光照射と
温度条件（15～20℃）が
着色改善のポイント！
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実施例 実施例

青色LED光を
15℃にて5日間照射

青色LED光を
15～20℃にて
7日間照射
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本装置は、糖度が十分高く食味が良好にもかかわらず着色が悪い果
実に対し、光と温度の処理により、果実が本来持つ着色能力を最大限
引き出すことによって着色改善を促すものです。糖度が低い未熟な果
実では、十分な改善効果は得られません。一定以上の糖度条件を満た
す果実での着色改善が可能で、実施例に示したリンゴ「ふじ」、ブドウ
「クイーンニーナ」、「ルビーロマン」以外の品種でも着色不良が改善
されることを確認しています。
今後、温暖化の影響を受ける地域が拡大することが予想されている
ことから、本装置を生産者や流通、小売業者の方々に広く利活用して
いただきたいと考えています。
リンゴやブドウ以外の果実や果菜類への応用も期待されるため、検討を
進める予定です。試してみたい果実がありましたらご相談ください。
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